
9/13 コロナ禍の休業・解雇・生活相談ホットライン 開催
のお知らせ
　コロナの感染拡大はとどまるところを知らず、労働者の生活は厳しい状況が続いており、労働者・失業者の生活は困難を極めています。
　この間で次のような新たな状況が生まれています。

〇感染拡大によって多くの職場に感染者が出るようになっているにもかかわらず、多くの企業が感染防止策を十分に取ろうとしません。と
くに非正規労働者は命の危険を顧みずに出勤することを強要されている。
〇コロナの影響が長期化することを確信した企業が、次々と労働者を解雇している。
〇中小零細を中心に企業の倒産や事業所の閉鎖に直面する労働者が増加している
〇失業や休業が長期化し、多くの人々の命が危険にさらされている。

　このような状況下で、私たち生存のためのコロナ対策ネットワークは下記の通り、無料の電話相談ホットラインを開催いたします。
　お気軽にご相談ください。

１、ホットライン概要
（１）名称：コロナ禍の休業・解雇・生活相談ホットライン
（２）日時：９月１３日（日）１３時〜２０時
（３）対象：全国の労働・生活相談を抱えている方。学生や外国人の方も対応可です。
（４）電話番号：０１２０-３３３-７７４３／（埼玉）０４８－８６２－０３６０（相談無料・通話無料・秘密厳守）
（５）参加団体：さっぽろ青年ユニオン/仙台けやきユニオン/みやぎ青年ユニオン/日本労働評議会/首都圏青年ユニオン/全国一般東
京東部労働組合/東ゼン労組/総合サポートユニオン/首都圏学生ユニオン/ブラックバイトユニオン/NPO法人POSSE外国人労働
サポートセンター/名古屋ふれあいユニオン/関西ユニオンネットワーク/連合福岡ユニオン/反貧困みやぎネットワーク/反貧困ネット
ワーク埼玉/ヘルプの会/反貧困ネットワークあいちなど

２、主催団体概要
【趣旨】生存のためのコロナ対策ネットワークは「すべての人の生存保障を実現することなくして感染拡大の防止は不可能である」との認
識のもと、労働組合、ＮＰＯ、学者、ジャーナリストが集まり、政策提言を行うとともに労働・生活相談を受けています。
【参加者】稲葉剛（つくろい東京ファンド代表理事）、今野晴貴（POSSE代表）、藤田孝典（ほっとプラス理事）、竹信三恵子（ジャー
ナリスト）、岩田正美（日本女子大学名誉教授）、後藤道夫（都留文科大学名誉教授）、布川日佐史（法政大学教授）、大内裕和（中京大
学教授）、指宿昭一（弁護士）、新里宏二（弁護士）、猪股正（弁護士）など。
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自動運転に思う。（弁護士　高木　太郎）
シェアリングエコノミーに関する話を聞く機会があった。①ウーバーのような配車サービスのプラットホーム、②自動運転の技術進歩、③
車は所有しなくても良いと言う意識変化。これらが相まって、１０年、２０年後には、車は単なる移動の手段となり、人は車を所有せず、
スマホで呼ぶと自動運転のレンタルカーが配車される。愛車を所有する人は、今で言う手動の一眼レフカメラを愛用する趣味人に限られる
ようになると言うのである。私の感覚では①②は実現しても③は変わらないと思ったが、若い世代に話を聞くと、車は所有しなくても良い
と言うのである。

①のウーバーは、個人の所有車両をウーバーの支配するネット機構を通じて配車するシステムである。運転手は実態は労働者なのに、労働
法の保護が受けられないとして、導入された欧米では激しい批判にさらされ「運転手は労働者」とする裁判なども出ている（日本では白タ
ク規制で実現していない）。自動運転への変化の過程で人間をモノ扱いしていくのだから、猛烈な搾取になるのは当然の結果か。妙なとこ
ろに納得しつつ、今年も「人間の権利」のために頑張ろうと思う。

弁護士　高木　太郎

 

（事務所ニュース・2020新年号掲載）

 

伝える、伝わる（弁護士　鈴木　満）
昨年は、日本にいる外国人問題に関する情報を発信させていただく機会が多かったように思います。
いのちと健康を守る埼玉センターや埼玉弁護士会での学習会の講師をさせていただきました。また、「第３９回全国クレサラ・生活再建問
題被害者交流会」というシンポジウムの中で、外国人問題に関する分科会の責任者をやらせていただきました。
事務所内の会議でも、外国人問題に関する発言の機会が多かったように思います。

そのような中で、一番うれしかったのは、問題意識を共感してもらえたことです。
講義の内容に関する質問をたくさんいただいたり、聞いている方々が頷きながら話を聞いてくださるのを見たりして、問題意識が伝わって
いるのをみると、とてもうれしかったです。引っ込み思案で、あまり自分から発信するのが得意ではないのですが、私でも伝えられること
があるのなら発信していこうと思いました。ただ、私の話はどうも固く、難しくなりすぎるようです（この文章にもその傾向が表れている
感じがしますが）。
わかりやすくとっつきやすい話ができて、より自分の思いを伝えることができるような話術を磨きたいです。
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弁護士　鈴木　満

 

（事務所ニュース・2020新年号掲載）

 

9/20（日）第４０回クレサラ被害者交流集会プ
レOnline集会「”大分岐”の時代～私たちが未来を作る」
のお知らせ
概要
■イベント名：第40回全国クレサラ被害者交流集会in大阪プレOnline集会「大分岐の時代（いま）私たちが未来を作る」

■日時：2020年9月20日（日）13時～16時

■形式：Zoomウェビナーを活用したオンライン開催

■参加費：議員・弁護士・司法書士・大学教員：2,000円　一般：1,000円

■主催：全国クレサラ・生活再建問題対策協議会、全国クレサラ生活再建問題被害者連絡協議会
第40回全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会実行委員会
※本オンライン集会は、本年9月20日・21日に予定されていた第40回全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会in大阪の１年延
期に伴い、そのプレ集会として企画したものです。

■開催にあたり
新型コロナウイルス感染拡大のため市民生活が大きな打撃を受けています。
災害時には平時からの制度の不備が極端な形であらわになるとも、パンデミック（広範囲な流行病）後には大きな社会体制の変革が起きる
とも言われています。
コロナ災害を乗り越えて、日本社会はどのように変わっていくべきなのか。
各分野の最前線を知るパネリスト、新進気鋭の哲学者とともに考えたいと思います。

■タイムスケジュール

https://saitamasogo.jp/archives/87278
https://saitamasogo.jp/archives/87278
https://saitamasogo.jp/archives/87278
https://pro.form-mailer.jp/lp/87812f60190906
https://www.cresara.net/
https://www.cre-sara.gr.jp/
https://pro.form-mailer.jp/lp/87812f60190906


13：00　開会挨拶　木村達也代表幹事

13：10　基調講演「コロナ禍は“未来への大分岐”に何をもたらすか」
齋藤幸平さん

（休憩）

14：00　パネルディスカッション
①困窮窓口、要件緩和し家賃補助に近づいた住居確保給付金など前向きの変化、
相談が殺到し窓口でそれを支える職員の苦難
生水裕美さん（つながる社会保障サポートセンター理事・野洲市市民部次長）
②非正規雇用・官製WP、コロナ禍への韓国・イタリアの対応
脇田滋さん（非正規労働者の権利実現全国会議代表幹事・龍谷大学名誉教授）
③補償なき自粛要請で行き詰る市民生活、電話相談等の結果　あるべき国の施策
猪股正さん（公正な税制を求める市民連絡会事務局長・弁護士）
コーディネーター
尾藤廣喜さん（生活保護問題対策全国会議代表幹事・弁護士）

（休憩）

15：10　意見交換・質疑・斎藤さんからのコメント

15：55　閉会挨拶　小久保哲郎

 

お申込み、詳細な情報は、こちらをクリックしてください。

非常勤講師（弁護士　佐渡島　啓）
昨年後半から、猪股（弁）のツテで、母校でもある早稲田大学で非常勤講師を務め、労働法を教えています。
急な登板でしたので、今年度については通常の講義ではなく、予め私の講義を撮影しておき、学生達はこの録画を一定期間の間にネットで
聴講するという形式です。昨今の学生達にとっては当たり前のことなのかもしれませんが、２５年近く前に大学を卒業した私からすれば、
当時はそのような文明の利器などなく、初っ端から驚かされました。
ネット上で講義を受講した学生達は２００字前後で感想などをまとめ、私がこれをネット上で読んで、理解度などを確認していきます。こ
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の感想などを読んでいる限り、今の大学生はとても真面目に学んでくれていると、これまた驚いています。早稲田に限った話かもしれませ
んが、私の学生の頃は・・・
しかし、いくらネットが便利だとはいえ、やはり講義はライブでおこなって学生達の反応を直に感じながらでないと、雲をつかむような感
覚は消えません。新年度からは通常の講義になる予定です。社会に出ると否応なく身近な法律となる労働法について、直接学生達の顔を見
ながら講義することを楽しみにしています。

弁護士　佐渡島　啓

 

（事務所ニュース・2020新年号掲載）

 

ヒーローはいらない（弁護士　古城　英俊）
昨年は、ラグビーワールドカップが日本で開催され、大いに盛り上がりました。大きな相手にも怯むことなく激しくタックルに入り、時に
は２人で突進を止める。日本の主将が「ヒーローはいらない」と言っていたように、選手一人ひとりが、愚直に、自分自身を犠牲にして役
割をやり遂げ、縁の下の力持ちとなってこそ、ボールを奪い、確保し、得点につなげることができる。選手全員の同じ目的を持って、その
力の結晶として得点が生まれる、ということがとてもよくわかるスポーツだったのか、それまで興味を示さなかった家族も、熱狂しました。

弁護士の仕事でも、弁護団事件では、一つの目的（勝訴）のために、原告、支援者、弁護団などが力を合わせてたたかうことがあります。
２０１３年から３年間にわたり平均６．５％、最大１０％も生活扶助基準が引下げられたことに対する違憲訴訟も、全国２９の都道府県の
裁判所で集団訴訟が続いています。１０００名以上の原告と、全国各地の支援者、弁護士が力を合わせてたたかっています。埼玉の訴訟は、
終盤にさしかかり、今年は証人尋問・原告本人尋問が行われる予定です。
私も弁護団員の一員として、奮闘したいと思います。

弁護士　古城　英俊

 

（事務所ニュース・2020新年号掲載）
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「奨学金放っておいたらこうなった」（弁護士　鴨田　譲）
 

「日本学生支援機構から奨学金を借りて私立伊奈大学を卒業した山本学。卒業後、契約社員として働きながら返済を続けるも、とあること
で返済が滞ってしまう。支援機構から裁判を起こされてしまった山本は…」

年に１度開催される全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会が昨年１１月２日に１８年ぶりに埼玉で開催されました。その中で、私は
奨学金問題の分科会を担当することになり、法律家以外にもより多くの方に奨学金問題を知ってもらいたいということで埼玉奨学金ネット
のメンバーや演劇経験者らとともに『奨学金放っておいたらこうなった』という３０分の寸劇を行うことにしました。
私の役割は脚本と演者でした。脚本は意外と上手くいきましたが、問題は演者の方でした。何せ中学３年生の文化祭以来の劇の出演でした
ので、最初は台本を音読するだけで恥ずかしかったのですが、経験者の方々の厳しい指導の下、徐々に自分の役に入り込んでいきました。
本番では、私も私以外の演者の方も練習ではなかった集中力と熱意により、それまでで一番良いパフォーマンスをすることができ、客席を
笑いと感動の渦に巻き込むことができました。
今回演劇のもつ魅力に気付くことができましたので、今後は演劇活動も力を入れてやっていきたいと思いました。

弁護士　鴨田　譲

 

（事務所ニュース・2020新年号掲載）

 

沢尻エリカと彼（弁護士　梶山　敏雄）
沢尻エリカのMDMA0.09グラム所持が問題となっていますが、「これは『桜を見る会』の問題を隠蔽するために仕組まれたスキャン
ダルだ」という声がネット上で挙がっているようです。事の真偽は判りませんがいつもの事ながら何とも都合の良いタイミングで逮捕され
るなー、とは思ってしまいます。

0.09グラムによる彼女に対する契約先等へのペナルティは数億円に上るようですが、我が国の権力者の多額の税金を自分や自民党の支
持者獲得のために使うことには何のペナルティもないのでしょうか。自殺者まで出した森友・加計問題、文書や名簿廃棄の証拠隠滅、
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次々と起きる政治の私物化とも言える彼の振る舞いは、薬物による脳の障害と同じく「傲慢」という毒に侵された彼の脳が原因であり、改
善することは不可能なのでしょうか。

薬物からの更生には刑事処罰ではなく医療上の対処が必要だと言われますが、少なくとも彼の振る舞いにはまず刑事処罰を与えなければ到
底国民の納得は得られないでしょう。当たり前のことが当たり前に評価されることが、この国で納得して生活していけることの最低の保障
条件ではないかと思います。

（いつも事務所ニュースを見て感想をくれて、昨年の私の誕生日のその日に逝った、飲み友達でもあったAさんに捧げます）

弁護士　梶山　敏雄

 

（事務所ニュース・2020年新年号掲載）

 

政教分離と大嘗祭（弁護士　伊藤　明生）
憲法二〇条一項前段は信教の自由を保障し，後段で同三項で｢国及びその機関は，宗教教育その他いかなる宗教活動をしてはならない｣と
定めています。また，憲法八九条は公金は宗教上の組織のために使用してはならない旨定めています。これらの規定は政教分離原則といわ
れているものです。政教分離原則とは国家の非宗教性，宗教的中立性を実現することにより，信教の自由を制度的に保障しようとする原則
です。

さて，大嘗祭です。大嘗祭は，テレビでも放映されていましたからご覧になった方もおられるでしょう。この大嘗祭は国が行っているもの
ではありませんが，２７億円もの国の予算が使われました。大嘗祭は，戦前の日本で神権的天皇象を国民に知らしめるための儀式でした。
戦前と同じ次第で今回の大嘗祭も行われました。戦後の日本が否定した神権的・絶対的天皇制儀式を，そのまま再現することはいかがなも
のでしょうか。３０年前の「平成の代替わり」の時，大嘗祭への公金支出は政教分離原則に反するとして，訴訟が提起されました。その訴
訟で大阪高裁は，１９９５年３月９日，賠償請求は斥けたもものの「少なくとも国家神道に対する助長，促進になるような行為として，政
教分離原則に違反するのではないか疑義は一概に否定できない｣という判決を出したのです。

弁護士　伊藤明生

 

（事務所ニュース・2020年新年号掲載）
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人口減少社会と地域再生（弁護士　猪股　正）
地方のあちらこちらでシャッター通り化した商店街を目にします。人口減少が進み、国交省の推計では、２０５０年には、全国の約半数の
地域で人口が５０％以上減少し、約２０％の地域が、人が住まない「無居住化地域」となる可能性があるとされています。地方が衰退する
と同時に、東京への一極集中が進んでいます。

このまま都市への人口の一極集中が進むと、ますます地方が衰退し、格差は拡大し、日本社会の持続可能性が低くなる。そして、このまま
８～１０年が経過すると、都市集中型を地方分散型へと転換しようとしても、もはや手遅れになる。AIを活用した日本社会の未来に関す
るシミュレーション（京都大学の広井良典教授らの研究）の結果です。
大企業の利益を優先し非正規雇用を拡大させる政策をとれば、不安定な働き方の若者が増え、結婚や子育てが困難になり、人口が減少する
のは当たり前です。地方でも医療や介護を安心して利用できなければ地方から人が離れ衰退するのも当然です。

２０２０年の日弁連の人権擁護大会のテーマの一つが「人口減少社会を乗り越える地域再生の社会保障」となりました。憲法は地方自治を
保障しています。私たちに身近な地域から、社会のあり方を変え、危機を乗り越えていくことが必要だと思います。

弁護士　猪股　正

 

（事務所ニュース・2020年新年号掲載）
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